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〔 25"- ＼〕 D D村の水稲作における種子準備盤
宮川修 一












1 Jf,F袋＝60kg I肥料袋＝20kg 1 tang= 10kg換算




1983年、 N s B内の水田の作付けのため、 苗代に播穏された視の
震を、 作付けされた水図面積で徐して求めた。 対象苗代数 25。
結果 平均 31.41<g/ha (5.0kg/rai) 
最大 78.61<g/ha 
最小 9.5kg/ha 
3. 予備貯蔵盆について ( 1と2の比較）
苗代がなんらかの被害を受け擁き直しを余儀なくされることを想
定した， 穏拐の予備貯蔵の横行があるだろうか。 1 の（ 1 ）の値と、
2の値は殆ど等しい。 この場合だと予備貯蔵量は無いことになる。










4. D D 村全体での種子量
1と2から、 村全体での平均的な種子準備盤が、 耕作面積に対し
て5 l<g/ra i ( 1/2tang/ra i）であるとすると、 村の水田耕作面積 約
2,263rai （中間報告I p170）に対する種子震はl 1 , 315 l<gであ石と
推測される。
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